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これからの時代に必要な情報活用能力が身に付く！
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高等学校では、2022 年度から「情報 I」が必履修科目にな
り、すべての高校生が情報の基礎を学習します。本書では、
情報 I を学んだ高校生がさらに学びを深めたり、大学や社会
で情報活用を行える力を習得したりすることを目的としてい
ます。

情報を活用するための知識やスキルは、バラバラなまま
では使うことができません。本書では、「つながる」をキー
ワードに、「高等学校からの情報学習の連続性」や「各章の
内容が互いにつながった形で体系的に理解できる」などのつ
ながりを重視することで、コンピュータを安全に効率よく活
用する方法を学び、さまざまな学習に情報機器を活用して
いくためのスキルを身に付けることができるように構成さ
れています。コンピュータの操作説明には、Windows11 と
macOS14 (Sonoma) を使用し、文書作成等では Windows 版
の Microsoft Office 2021 を使用しています。
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2002年　奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科博士後期課程修
了。博士（工学）。
大手企業において、SI（システムインテグレーション）事業、パッケー
ジ開発事業に関わり、プロジェクトマネージャとして従事。また、社会
人向け情報技術教育事業に従事。
企業でのIT関連職務を経て、関西学院大学共通教育センター、京都大学
大学院農学研究科生物資源経済学専攻、神戸大学数理・データサイエン
スセンターにて、教員・研究員として、理系・文系を問わず、情報科学
を専門としない様々な専門領域の学生に対する情報技術教育や研究に従
事。
主な研究分野は、データマイニング、データ分析、学習者の特徴分析、
教材コンテンツの評価などの教育工学および、データサイエンス。
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近代科学社Digitalは、株式会社近代科学社が推進
する21世紀型の理工系出版レーベルです。デジタル
パワーを積極活用することで、オンデマンド型のス
ピーディで持続可能な出版モデルを提案します。
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著者紹介

　本書は、情報技術に対してさまざまな観点から解説することで、文理
問わずスムーズに理解できるよう構成されています。各章ごとに
「NOTE」、「チェック問題」、「実習」、「ほのぼの IT 教室」、「memo」、「チャ
レンジ」などの課題や参考情報を多く設け、実用的な教科書としても利
用することができます。情報リテラシー入門を卒業し、専門知識へ一歩
踏み込もうとしている人や少し躊躇している人の背中を押してくれる一
冊です。

内容紹介

読み進めればいつの間にか情報技術の知識が身につく！

ステップアップ
情報技術の教室
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探究・トレーニング・創造

情報 I の復習から活用スキルまで
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